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はじめに
CP-SAR検証用無人飛行機（以下UAV)への搭載による火山ガスセンシングを念頭により小型なCO2センサ（化学素子式）を開発し，して，御嶽山にて
（ドローン観測許可を取った上で）ドローン搭載高度変化観測を行った．その結果などに基づき，引き続いて光学式CO2センサの開発のための光学系の方式を
検討した．光路長を延伸し，かつ小型化を図る多段ミラ一方式の検討を行い，原理モデルを構築した本年度はこの原理を踏まえた上で，長光路での光学測定を
可能とする実験的な検証を進めることとしたが，光路長を確保することと小型化の両立が難しい事が判明してきた高感度の光学センサが必要となるが，依存セン
サの使用では感度向上も限界がある事，また，最近のセンサ動向から，ハイパースペクトル化の流れが冨i著である事から，別プロジェクトで検討してきた2次元センサ
のガス検出への適用が可能かどうかという事を検討目的に加えて再検討を行ったその再検討結果により得られた内容を報告したい．
データ取得は実施出来たが，解析，解釈は今後の課題であるまた今後はこの種のセンサの小型化を主題目として進めて行く方向を考えている．
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これまでの研究結果
—化学素子を用いたCO2センサシステムの構築
構築したCO2センサを用いた定点観測：継続観測は定点観測のみ可能＝要望に応じて提供可能→組続的に謬集中
-co匁ンサをドローンに搭載し鉛直分布測定を実施
ー長光路長を持つ光学センサモデルの検討 素子とセンシングデータの変遷
今回の研究で再設定した目標
*）＼イパースペクトルセンサの動向に鑑み，本プロジェクトでのガスセンシングに
他プロジェクトで開発検討しているセンサを適用出来るかを目標として再設定
目標ガスとして， H20，エアロゾルを再設定→波長域の制限から
• H20における光の減衰塁の計測 →センシングが可能なのかの検証
・大気観測時に画像に差が出るか？ →取得画像に波長による相違が出るのか7
＝何が検出できるのか？
単素子光学素子センサ→1次元光学素子センサ
→1次元センサ＋スキャニングシステムによる2次元画像取得
→2次元光学素子センサによるマルチスペクトル画像取得
→現状：2次元光学素子＋スキャニングシステムによる
2次元ハイパースペクトラルセンシング
＝キュープデータ化
→今後：2次元連続波長センシング／長波長化
2次元J＼イパースペクロルセンサにより
可能となる事
疇 一度に多種類の火山ガスを検出できる
光学式ガス検出センサシステムの開発
計測とその結果
室内でのH20による光の減衰置を知るために計測を行った
その画像取得コンフィギュレーション（配置）は図1のように設定した
・純水を張ったシャーレを白色紙の上に，同時にレファレンスとして白色板
（スペクトラロン製）を画面内に配置した
・光源はハロゲンランプを用いた光源の照射角は約45度，
撮像の伏角は60度とし，光源と撮像は直交方向に配置した．
図1計測コンフィギュレーションと計測試料（純水）
,. -
ニ！ロロ
図2計測結果：画像と減衰翌（純水）
大気計測とその結果
室外で大気を計測した（図3)．所得画像と計測画素の
DN値プロフィルを図4に示す．
計測画像は，大気観測のためのSkyRadiometerで
使用している2波長(980nm,1260nm)付近の波長
での画像を示した． 図3 計測領域
目標再設定後の時間的制約があったため，計測結果の解
俎，定量的解釈は今後進めたい．
八イパースペクトル画像によるガス（火山ガス）の適用可能性について
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.,図4計測画像ヒストグラム，DN値のプロファイル
今回H20による光減衰醤を定塁的に確認できたので，今後は水蒸気状態のH20による減衰景を確認することを課題とする．
一方，その他の火山ガス，エアロゾルなどの計測については，定棗的な解析が必要であるが，波長による違いは明確であったので，今後，その特徴的な波長を使用
した観測を行う事で，分離／分類は可能であると考えている．
次年度以降は，計測センサの小型化と，各種ガス種を観測する機会を増やしつつ，その定量的解釈を進めて行きたいと考えている．
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